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光 メ モ リ 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム ( I S O M ' 1 2 )報 告  

 三 菱 電 機  先 端 総 研  篠 田  昌 久  

 

201 2 年 1 0 月 1 日 か ら 4 日 に か け て の 4 日 間 ， 東 京 都 江 東 区 に 所

在 す る 日 本 科 学 未 来 館 で ， 光 メ モ リ 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 2 012  ( I SO M’

12:  I nte rna ti on al  Sy mpo siu m  on  Opti ca l Mem or y  '12 )  が 開 催 さ れ

た ．日 本 科 学 未 来 館 は ， 21 世 紀 の 新 し い 知 を 分 か ち 合 う こ と を 目 的

に ， 全 て の 人 に 開 か れ た サ イ エ ン ス ミ ュ ー ジ ア ム と し て 設 立 さ れ ，

日 本 初 の 宇 宙 飛 行 士 毛 利 衛 さ ん が 館 長 を 務 め ら れ る 施 設 で あ る ． 今

回 ， 30 0 名 規 模 の 会 合 が 開 け る 設 備 の 整 っ た 会 議 ホ ー ル を 中 心 に 本

シ ン ポ ジ ウ ム  (I SOM  '1 2) が 開 催 さ れ た ．  

本 シ ン ポ ジ ウ ム は 光 メ モ リ 技 術 の 最 新 の 研 究 ・ 技 術 成 果 を 議 論 す

る と と も に ， 学 術 お よ び 産 業 分 野 の 関 係 者 が 一 同 に 会 し て 国 際 的 な

情 報 交 換 を 行 う こ と に よ り ， 研 究 開 発 ・ 産 業 応 用 の 方 向 性 を 探 り ，

そ の 発 展 を 促 進 す る こ と を 目 的 と し て い る ．1 98 5 年 に 日 本 国 内 で の

シ ン ポ ジ ウ ム と し て 開 催 さ れ た の が 起 源 で ，1 98 7 年 に 国 際 シ ン ポ ジ

ム に 格 上 げ さ れ て 開 催 ． 以 降 ， ほ か の イ ベ ン ト と の 共 催 も 含 め て 主

に 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム と し て ， 日 本 ， ア ジ ア ， 米 国 ハ ワ イ 州 の 3 年 周

期 の 順 番 で 毎 年 開 催 さ れ て い る ． 今 年 は 日 本 で の 開 催 と し て 20 09

年 の 長 崎 市 以 来 の 開 催 で あ っ た ．  

主 催 に は ， 応 用 物 理 学 会  (主 格 )， 日 本 磁 気 学 会 ， 光 産 業 技 術 振

興 協 会 が 連 な る ． 今 回 は 8 カ 国 か ら 168 名 の 参 加 者 が あ り ， 合 計 で

9７ 件 の 講 演 発 表  (招 待 講 演 お よ び 一 般 講 演 数 ) が 行 わ れ た ．初 回 の

1985 年 か ら 今 回 で 28 回 目 を 迎 え た 本 シ ン ポ ジ ウ ム に お い て ， 累 積

の 参 加 者 数 約 9 ,6 20 名 ， お よ び 累 積 の 講 演 数 は 2 ,9 54 件 を 数 え ， 光

メ モ リ に 関 わ る 多 数 の 研 究 者 ／ 技 術 者 に よ る 活 発 な 議 論 が 行 わ れ て

き た こ と が う か が え る ．  

今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム は ， 8 つ の オ ー ラ ル セ ッ シ ョ ン ， 1 つ の ポ ス

タ ー セ ッ シ ョ ン ， 4 つ の ス ペ シ ャ ル セ ッ シ ョ ン で 構 成 さ れ た ． 本 シ

ン ポ ジ ウ ム は 光 メ モ リ と い う テ ー マ に 特 化 し た ユ ニ ー ク な も の で あ

り ，1 985 年 以 来 の 長 き に わ た っ て 公 表 さ れ た 基 礎 研 究 や 実 用 化 技 術
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が 積 み 重 ね ら れ て き た ． こ の た め ， こ れ ら の 光 メ モ リ 技 術 を ベ ー ス

に ， 異 分 野 に 派 生 さ れ ， 応 用 展 開 さ れ た 技 術 も 数 多 く 生 み 出 さ れ て

い る と い う 面 が あ り ， こ の こ と が 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 第 2 の ユ ニ ー ク

さ と し て 語 ら れ つ つ あ る ． 4 つ の ス ペ シ ャ ル セ ッ シ ョ ン は ， こ れ ら

の 派 生 技 術 や 応 用 展 開 技 術 に 関 わ る 講 演 が 全 て 招 待 講 演 と し て 行 わ

れ た ． 具 体 的 テ ー マ は ， 「 N ew  A ppli ca tio ns Re l ated  t o O pt ica l 

Stor ag e Tec hno lo gies  1 & 2」,  「 B io  Te ch nol ogy」，「 Di gita l  Ar chi val  

Appl ic ati ons」 ， で あ っ た ． こ れ ら の セ ッ シ ョ ン で は ， 数 多 く の 質

疑 に 対 し て 活 発 な 議 論 が 展 開 さ れ た ． こ の よ う に 聴 講 者 の 興 味 を 大

い に 引 い た 招 待 講 演 が 選 定 さ れ た こ と は ， 意 義 あ る プ ロ グ ラ ム 構 成

で あ っ た こ と が 感 じ ら れ た ． ま た ， 光 メ モ リ 技 術 か ら 派 生 し た 技 術

が ， さ ま ざ ま な 異 分 野 領 域 に 展 開 さ れ る 様 は ， 長 年 光 メ モ リ に 携 わ

っ て き た 者 に と っ て 感 慨 深 い も の が あ る と 想 像 さ れ る ．  

本 シ ン ポ ジ ウ ム で は 毎 回 4 件 の 優 秀 講 演 の 表 彰 を 行 っ て い る ．Th e  

Best  Pap er  ( Th - M - 03)  は ， 富 士 フ ィ ル ム に よ る 体 積 的 な 記 録 へ の ア

プ ロ ー チ で あ る ．ほ ぼ 透 明 に 近 い 2 光 子 吸 収 媒 体 に Bu mp と 呼 ば れ る

形 状 を 記 録 マ ー ク と し て 形 成 す る 手 法 で ，1 層 当 た り 25GB の 容 量 を

実 現 さ せ て い る ． こ の 手 法 で 多 層 化 す る こ と で 大 容 量 化 の 期 待 が 期

待 さ れ る ． Th e B est Ac ade mic  Pa per  (T h -L -04 )  に は ， 日 立 か ら マ

イ ク ロ ホ ロ グ ラ ム 記 録 方 式 の 多 重 化 に 関 す る も の で ， 干 渉 し 合 う 一

方 の ビ ー ム は ガ ウ シ ア ン 分 布 ， 他 方 の ビ ー ム は 空 間 モ ー ド が 直 交 方

向 に 切 り 換 え ら れ る ビ ー ム と し て い る 点 が 新 し い 発 想 で あ り ， 空 間

モ ー ド で 多 重 化 を 図 っ て い る ． T he Be st  Te chn ic a l P ap er  (T h -M -0 1 )

は ，富 士 フ ィ ル ム と リ ン テ ッ ク に よ る 20 層 デ ィ ス ク の 形 成 方 法 に 関

し ，2 つ の 層 を 1 0 回 積 層 す る 方 法 で ，短 時 間 で の デ ィ ス ク 製 造 方 法

を 提 案 し て い る ． 最 後 に ， Th e B est St ude nt Pap er  ( Th -L - 06)  は ，

北 海 道 大 に よ る 強 度 変 調 と 位 相 変 調 を 組 み 合 わ せ た 3 8 階 調 ホ ロ グ ラ

ム 方 式 の 提 案 で あ っ た ． 以 上 の よ う に ， 表 彰 講 演 は い ず れ も 体 積 的

な 記 録 方 式 で 記 録 容 量 の 増 大 を 図 る 狙 い と い う 点 で 共 通 し て い る ．

こ の よ う な 傾 向 は 20 09 年 か ら 継 続 し て お り ，今 後 の 光 メ モ リ シ ス テ

ム 研 究 開 発 の 1 つ の 方 向 性 と 期 待 が 示 さ れ て い る と 思 わ れ る ．  

な お ， 本 シ ン ポ ジ ウ ム で 発 表 さ れ た 研 究 成 果 を 集 め た JJA P  
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(Jap an ese  Jou rna l of  A ppl ied  Phy sics ) の 光 メ モ リ 特 集 号 は 201 3

年 9 月 に 発 行 さ れ る 予 定 で あ る ．  

次 回 (I SOM  ' 13)は ，201 3 年 8 月 1 8 日 ～ 2 2 日 の 期 間 に，韓 国 の So ngd o  

(松 島 )  地 区 に 新 設 さ れ る 延 世 大 学 の キ ャ ン パ ス で 開 催 さ れ る ．詳 細

は ， ht tp: //w ww. isom .j p/に 掲 載 さ れ る の で ご 参 照 願 い た い ．  

 

表 .  一 般 講 演 （ 8 0 件 ） の 内 訳 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写 真 .  参 加 者 の 集 合 写 真 .  

 

 

 

 

講演分野 一般講演数 

Basic Theory and Physical Optics 3 

Media and Material Science 13 

Drive Technologies and Signal Processing 14 

Components and Nano Fabrication 1 

Testing Methods and Devices 1 

Systems and Applications 12 

High Density Recording 32 

New World 4 

Total 80 


